
ま え が き
フィルタドライヤは������などによって�
�したスラリーをろ	�
�するプロセスにもちい
られ��
��������を��に��く��さ
れている��
��での GMP の��������
の� !��"#�にともないろ	
�$の$%�
&'(での)*が+められている�,-においても�
2003.には/�012の34を56とした789:
;フィルタドライヤを<=した�１> ?0�さらに@
AニーズにBCした)*にDEみ�&'のFGしを

おこなったのでそのHIをJKする�

������の��し
フィルタドライヤの7LMNOを�１にPす�
?0�&'QRをSTしたUろVWXY�ZLフ
ランジ[9:バルブ\]^_の)*`aについて�
bXにcdにeべる�
���ろ���の	


フィルタドライヤのろ�として�fg6にはB�
hiのろjが�くもちいられるが�klmのnoや�
pバッチのろjqrなどのcs�からtHuvをw
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新しい構造のフィルタドライヤ
Improvements of Standard Type Filter Dryer
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@AニーズにBCした��のフィルタドライヤの)*にDEんだ�ろVは��の 1�3 の�8に�

XYはフランジをfL�することで�8�をOったシンプルな&'とした�9:�はケーシングに

ヒンジを�けることでプラグが<�できる&'とした�これらの)*により��mと��mを�め

ることができる�さらに��B�
�m%が34した�;_を��w�した�また�ガスパージバ

ルブ�ケーキ(Q���のオプション���についても)*を�えたので�その&'について}�

する�

Further improvement was made on a standard model of filter dryers by simplifying construction of the
components to meet customer needs; the porous filter plate was reduced in weight to 1/3, the bottom
plate was integrated with the flange, and the discharge valve was hinged to the casing cover so that
the plug opens. These improvements assure easy maintenance and high cleaning efficiency.
Additionally, new-type impellers improved in mixing performance were applied to the standard model.
The paper also describes improvements of optional devices such as purge gas valves and cake surface
detectors.
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�するケースも�い�そのため�ろ�と���	を

��
な��が�まれ�����２に�す��を
��してきた�しかし�
�や����の��にお
いて����の��が�いため !いしにくい"#
があった�$%�&'した��を�３に�す���
�の��は��の( 1)3 に*�+され��,-.
の !いが/0となった�また�����では��
�と12をボルト3めで45していたが�6��で
は12と78の9に:み;む��としたので���
��.9が<=できる�さらに���の���	タ
イプでは����	をろ>?@にABなCD�のキ
リ�をEけたFGの���にHIしているため�そ
の���のJKからしかLC��@�なかったが�
6��では���	のLCをMNOのPきいパンチ
ングメタルでQRする��としておりLCからの�
�SがPTにUVした�
��������フランジの��

�４に12の��Wを�す���はXCにある?
@YのZ[で78および12のフランジはシールC
より1げた\]としていたが�?@Y^_のフラン
ジを`りaくことにより�12とフランジをb8+
したコンパクトな��にcdした���が*eした
ことにより12のfき@し��がgになり�dhK
がiくなったことにより12�j.のk9がPきく
とれ�ろ�Cのlmが/0となる�
また��はフランジn�にクランプをo�してい
たが�6タイプではボルトをp�することによりボ
ルトqrからシールの��lまでのstが<くなる
ことからボルトサイズをuさくEvすることができ
る�wxのラチェットレンチyをもちいてナットの
みを りzす��であり����が/0である�

Vol. 2 No. 1{2005)8| }~��ソリューション�� 61

�２ ろ���W{����|

�３ ろ���W{6��|

�４ 12�78フランジ��W

�１ �8z�W



���

����

�	
���


�����バルブの��

�５に��バルブの���を�す�プラグをケー
シングから�	できる��とすることで
シール�
の�
が��となり���が��した�また
��
は��のケーシングとしていたが
��のケーシン
グを��することにより��の��まりを� し

��しやすい��とした�
������の��

	
１に!"#を�す�フィルタドライヤは$%
からの&'による()*'+の,-.であり
ケー
キ/0�1あたりの23&'�1が4の,-.56
えば SV ミキサー7にくらべ8さい�２7そのため9
�への:�;<が=きく
&'�への)>�1が=

きい?@#を��してきた�しかし��の!"#は
ABCDEにおいて#FけG�にH1した�IがJ
Kせず
そのままFLMとしてNるケースがOなく
なかった�P+#では#のQきRり�のどの�0に
おいても:�される?@#としST�;をUめた�
Vとした�
�６に��#とのSTWのXYデータを�す�Z
[のSTWに\するまでの](は 2^3_Wとなり
`aなST�を�した�
�����
�の��し

�b 1. 1c1. 4 のd`については
e?
fgh
に��していく�さらに&Kij�のklしを*え
fgmnのdoをおこなった�
Pfgは��がシンプルになり
p�コストをq
rすることができるため
��.よりAmnでユー
ザs0にtuできる�
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�６ STWのXY�５ ��バルブ5P��7
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������の��
��の����の��しに	え
��
�の��
��についても��を	えたので��する�

���ガスパージ�バルブ

���を��する�にシール�に��が��し

 み!むと"#$%が&'となり
()によっては
���が*+するトラブルにつながる�,-はバッ
チ.にシール�の/0をおこなうが
12すると3
4に56する7アクセスできない()や�89をお
こなう()には
�8でシール�を/0する:;が
<まれている��７にガスパージバルブの;=>を
?す�@AのガスパージBのバルブはC4Dからエ
アをEFし
プラグをGめるにしたがってHさくな
るDとプラグとのIJからK�するエアによってシー
ル�の���をLきMばす;=としている�しかし

プラグテーパー�にほぼN�にパージガスがあたる
ため
O4をまきPらしQRにO4がSTするUV
があった�これにWしX;=ではテーパー�にYっ
てガスがZれるためテーパ�[\にわたって�]な
/0^を?した�	
２にエア/0Qのシール�を
?す�

Vol. 2 No. 1_2005`8a bcdeソリューションfg 63

	
２ ��h��ij

�８ ケーキ�klmn

�７ ガスパージバルブ



���ケーキ�����

��ケーキにクラックが�じると�ろ�がショー
トパスしケーキの���が�くなる	このためフィ
ルタドライヤでは�
したクラックを��する
�
��をおこなう	
�の��は���シリンダーに
�けた��センサーにより��されるが�スラリー
�が��したり�スラリー��が��した��に�
���スイッチの�� !が"#であり�$%&に
ケーキ'を()する*�が+まれている	,-.の
/0は��シリンダをもちいるが�ケーキ'に1し
たときその23によって��が�%することが)ら
れており�45は�67の�389:をもちい(;
していた	しかし���<の�389:は=�>?
な�3スパンが@きく�AらかいケーキなどBCに
よっては(;されない��があった	このDEをF
Gするため��H�のセンサーをもちい�IJKの
=�ではLく�MNな�3�%Oを=�しケーキ'

を(;するシステムに�Pした	�８にQ#をRす	
MN�3を=�するためノイズのSTをUけやすい
が�シーケンサでVWすることによりトリガーレベ
ルのノイズはLXし�YZ&な�3[/を(;する
ことでケーキ'を(;するシステムとした	

む す び
フィルタドライヤはろ��\]を^_の`ab:
cでdeできるため�コンタミレスを#fされるg
h�ijklmnでopつことをqrしている	s
tもユーザニーズにuったBCとしていくためのブ
ラッシュアップにvZ&にwxんでいくyzである	
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